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算 数

解 答

２ 13８ ３ １宗 唄 欝 蔚 鰻９ 15

５ 900 ４ 120 65 14 270 5805就 唄 欝 蔚 鰻 姥 厩 浦 瓜６

３ 48州 唄 欝

54 45修 唄 欝

１ ３29 ６愁 唄 欝６ ７

45 57 18拾 唄 欝 蔚

８ 60洲 唄 欝

解 説

２ ５６ ÷８＝ (ｍ)就 唄 ３ ６

３(1500－300)× ＝900(円)欝 ４

父が左はしにくる場合は，右の樹形図より２通りです。母が左はしに蔚

くる場合も同様ですから，

２×２＝４(通り)

えんぴつ１本，ノート１さつのねだんをそれぞれ ， とします。えんぴつの本数を４と６の最鰻 え ノ

小公倍数の12本にそろえることにより，

×４＋ ×３＝500(円) ×12＋ ×９＝1500(円)え ノ え ノ→
×３{

×６＋ ×５＝810(円) ×12＋ ×10＝1620(円)え ノ え ノ→
×２

ノ(1620－1500)÷(10－９)＝120(円) ……

(32＋４)÷２－５＝13(個) ……横の個数姥

５×13＝65(個) ……ならべた個数

百の位が２か４の整数を考えます。百の位が２の整数は，右の樹形図厩

より７通りです。百の位が４の整数も同様ですから，

７×２＝14(通り)

ケーキ１個，シュークリーム１個，プリン１個のねだんをそれぞれ ，浦 ケ

， とすると，シ プ

×１＋ ×１＝430(円)ケ シ

×２＋ ×２＝790(円) ×１＋ ×１＝395(円)ケ プ ケ プ→
÷２

×３＋ ×３＝855(円) ×１＋ ×１＝285(円)シ プ シ プ→
÷３

ケ シ プ(430＋395＋285)÷２＝555(円) …… ＋ ＋

ケ555－285＝270(円) ……
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30÷2.4＝12.5(㎞) ……１Ｌで走るきょり瓜

537.5÷12.5＝43(Ｌ) ……いっぱいに入れたときのガソリンの量

135×43＝5805(円) ……ガソリンをいっぱいに入れるのにかかる代金

(図１)の左右の皿からＢを１個ずつ取りのぞくことにより，Ａ１個の重さはＢの２個分の重さと州 唄

等しいとわかります。そこで，(図２)の左の皿からＡ１個，右の皿からＢ２個を取りのぞくと，Ｃ

１個の重さはＢの３個分の重さと等しいとわかります。

(図３)について，欝

左の皿 → Ｂの(２×２＝)４個分＋80ｇ

右の皿 → Ｂの(３×３＝)９個分

ですから，Ｂの(９－４＝)５個分の重さが80ｇであるとわかります。したがって，

80÷５＝16(ｇ) ……Ｂ１個

16×３＝48(ｇ) ……Ｃ１個

５30÷ ＝54(個)修 唄 ９

54－30＝24(個) ……Ａの白玉欝

３24÷ ＝64(個) ……白玉全体８

64－24＝40(個) ……Ｂの白玉

９40÷ １－ ＝85(個) ……Ｂの赤玉と白玉の合計( )17

85－40＝45(個) ……Ｂの赤玉

７ 1556÷７ ＝ (㎝) ……辺ＡＢ愁 唄 15 ２

７ 15 １ イ７ × ÷２＝29 ( ) ……或９ ２ ６

△
辺ＡＢの長さを ㎝とすると，欝

○

△ ７ △×112 ７ △ 70×△ 35×△
＝ ×７ ＝ ( )， ＝７ × ÷２＝ ＝ ( )ア イ或 或

○ 15 ○×15 ９ ○ ９×○×２ ９×○

となりますから， と がどちらも整数になるのは，○が112と35の公約数で，△が15と９の公倍ア イ

数のときです。そのような長さのうちで最も短い長さは，

15と９の最小公倍数 45 ３＝ ＝６ (㎝)112と35の最大公約数 ７ ７



ＡとＢは同じまい数ずつＣにあげましたから，ＡとＢが持っているまい数の差は，やりとり後も拾 唄

36まいのまま変わりません。これより，やりとり後のまい数の関係は(図１)のようになります。し

たがって，ＡとＣのまい数の差は，

36＋９＝45(まい)

より，欝 唄

(45＋15)÷(６－１)＝12(まい) …… (やりとり後のＡ)宗

12＋45＝57(まい) ……やりとり後のＣ

12＋36＝48(まい) ……やりとり後のＢ蔚

12＋48＋57＝117(まい) ……３人のまい数の合計

はじめのまい数の関係は(図２)のようになりますから，

(117＋36－３×２)÷(３×２＋１)＝21(まい) …… (はじめのＣ)①

(57－21)÷２＝18(まい) ……ＡがＣにあげたまい数

横にならぶ２マスの記号の入れ方は，(図Ⅰ)のＡ，洲 唄

Ｂ，Ｃの３通りです。これらを上下に２だんならべる

と考えます。１だん目がＡかＣのときは２だん目はＡ，

Ｂ，Ｃのどれでもよく，１だん目がＢのときは２だん

目はＡかＢでなくてはなりませんから，(図Ⅱ)の８通

りです。

で作った２だんの図を２つつなげると考えます。欝 唄

(図Ⅱ)の８通りのうち，２だん目がＡかＢである６通

りについては，３だん目はＡ，Ｂ，Ｃのどれでもよい

ですから８通りずつです。また，２だん目がＣである

２通りについては，３だん目はＡかＣでなくてはなり

ませんから６通りずつです。したがって，(図Ⅲ)より，

８×６＋６×２＝60(通り)
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